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平成 22 年 1 月 13 日のハイチの地震について 
 

 

 平成 22 年１月 13 日のハイチの地震について、ＣＭＴ解析、遠地実体波を用いた震源過

程解析を行った。 

これらの結果は次のとおり。 

 
 
 
   発生日時    １月 13 日 06 時 53 分頃(日本時間)  

場所及び深さ  北緯 18 度 27 分、西経 72 度 27 分、深さ約 10ｋｍ 

規模   Ｍw 7.1 (Ｍw:ﾓｰﾒﾝﾄﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ) 

   発震機構  西北西－東南東方向に張力軸をもつ横ずれ断層型 

断層の長さ  約 30ｋｍ  

  断層のすべり量  最大約 5.5ｍ  

  
 

 

 

(注：上記解析結果は、今後再解析を行うことにより変更されることがある。) 

 

本件に関する問い合わせ先： 

地震火山部地震予知情報課 評価解析官  03-3212-8341 (内線 4576) 

発震機構係 (CMT 解析関係)  (内線 4577) 

    震源過程調査係 (震源過程解析関係)  (内線 4567) 

         地震津波監視課   地震防災係 (地震の概要)  (内線 4558) 



気象庁作成 

年月日 震央 通称 M 死者数(人)
1868年８月16日 エクアドル・コロンビア 7.7 70,000
1908年12月28日 イタリア メッシーナ地震 7.0 82,000
1920年12月16日 中国寧夏回族自治区 海原地震 8.5 235,502
1923年９月１日 神奈川県 関東地震 7.9 105,000
1927年５月22日 中国甘粛省 甘粛地震 8.0 80,000
1935年５月30日 パキスタン クエッタ地震 7.5 60,000
1970年５月31日 ペルー ペルビアン地震 7.8 66,794
1976年７月28日 中国河北省 唐山地震 7.8 242,800
2004年12月26日 インドネシア、スマトラ島沖 スマトラ島沖地震 9.1 227,898
2005年10月８日 パキスタン・イラン カシミール地震 7.6 86,000
2008年５月12日 中国四川省 四川地震 7.9 87,587
2010年１月13日 ハイチ 7.1 150,000

※資料中において、今回の地震（本震）のモーメントマグニチュード Mw と発震機構はすべて気象庁による。 

（１）概要 

 平成 22 年（2010 年）１月 13 日 06 時 53 分（日本時間）、中米のハイチで Mw7.1（震源は米国地質調
査所[USGS]に、モーメントマグニチュード（Mw）は気象庁による）の地震が発生した。同日 07 時 20 分、
気象庁は「遠地地震に関する情報」を発表した。この地震の発震機構（気象庁による CMT 解）は西北西
－東南東方向に張力軸を持つ横ずれ断層型であった。 
 この地震により、ハイチでは甚大な被害が生じている。同国の首都ポルトープランスを中心に、死者
15～20 万人、被災者は 200～300 万人との情報がある（報道による）。 
ハイチは北米プレートとカリブプレートの境界付近に位置し、M6.0 以上で被害を伴う地震がしばしば

発生している。ただし、死者 10 万人以上の被害を伴う地震は、世界的にも稀である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今回の地震の

震央位置 

★ 

震央分布図（2000 年１月１日～2010 年１月 31 日、深さ０～100km、M≧4.0） 

震源要素は米国地質調査所(USGS)による。2009 年以降の M7.0 以上の地震の Mw は気象庁による。 

今回の地震

    プレート境界の位置

    プレートの運動方向

北米  
プレート

カリブ 
プレート 

1800 年以降に世界で５万人以上の死者を生じた地震の一覧 

2000 年までは宇津の「世界の被害地震の表」に、それ以降は USGS による。今回の地震のマグニチュード

（M）は気象庁による。その他、「最新版 日本被害地震総覧」や報道を参考にした。宇津により存在や被

害規模が疑わしいとされた地震は除いた。通称は一例を示した。 

ハイチ 

キューバ 



気象庁作成 

 今回の地震（本震）の７分後に、本震の震源から約 30km 西方で M5.9 の地震（最大余震）が発生し
た。その後も数日間は活発な余震活動が続いたが、次第に収束してきている（１月 31 日現在）。 

※資料中において、今回の地震（本震）のモーメントマグニチュード Mw と発震機構はすべて気象庁による。 

年月日 被害等
1751年10月18日 ドミニカ共和国で大きな被害
1751年11月21日 ポルトープランスで大きな被害
1770年６月３日 ポルトープランスで大きな被害
1860年４月８日 津波を生じる

（２）余震活動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）過去の地震活動 
 ハイチ周辺では、しばしば M6.0 以上の被害を伴う地震が発生している。過去には、1842 年５月８日
にハイチ北部で発生した地震により、死者 4,500 人等の被害が生じたとの記録がある（宇津の「世界の
被害地震の表」による）。 
 今回の地震は、北米プレートとカリブプレートのプレート境界域に位置するエンリキロ断層で発生し
たと考えられている。1700 年代半ばから 1800 年代半ばにかけて、エンリキロ断層では規模の大きな地
震が発生している（米国地質調査所による）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

震央分布図（2010 年１月 12 日～31 日、深さ０～100km、M≧4.0）及び地震活動経過図、回数積算図 

震源要素は米国地質調査所による。 

今回の地震（本震）

ポルトープランス ハイチ ドミニカ

今回の地震の震央位置

死者 1,000 人 

死者 100 人

死者 116 人

死者 4,500 人

死者 5,000 人

被害を伴った地震の震央分布図 
（1800 年１月１日～2008 年 12 月 31 日、深さ０～100km、M 全て（Mが求められていない地震を含む））
震源要素及び被害は、宇津の「世界の被害地震の表」による。 

過去にエンリキロ断層で発生した主な地震（米国地質調査所の資料による） 

北米プレートと 
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気象庁作成 

2010/01/13 06:53（日本時間）にハイチで発生した地震について，米国地震学連合（IRIS）のデータ管

理センター（DMC）より広帯域地震波形記録を取得し，遠地実体波を利用した震源過程解析（注１）を行

った． 

破壊開始点は USGS による震源の位置（N18.457, W72.533, 深さ 13km）とした． 

断層面は，海外のデータを用いた気象庁の CMT 解の東西方向の節面を用いた（この解析では２枚の断層

面のうち，どちらが破壊した断層面かを特定できないので，USGS の余震分布を参考にほぼ東西方向の節

面を破壊した断層面と仮定して解析した結果を以下に示す）． 

 

主な結果は以下のとおり． 

・ 主なすべりは初期破壊開始点より少し浅い部分にあり，主な破壊時間は約 10 秒間であった． 

・ 断層の長さは約 30km であり，最大のすべり量は約 5.5ｍであった（剛性率の仮定次第ですべり量の

絶対値は変化する．今回は剛性率を 30GPa と仮定した場合のすべり量を示す）． 

・ モーメントマグニチュードは 7.1 であった． 

（４）遠地実体波による震源過程解析

地図上に投影した
すべり量分布 

（注１）解析に使用したプログラム 
    M. Kikuchi and H. Kanamori, Note on Teleseismic Body-Wave Inversion Program, 

http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/ETAL/KIKUCHI/ 
※ この解析結果は暫定であり、今後更新する可能性がある。 

発震機構解 
(走向 254°, 
傾斜 66°, 
すべり角 21°) 
仮定した断層面
を破線で示す。 

震源時間関数 
（すべりの時間分布）

広域地図 
赤枠が左図の地図範囲を示す． 

すべり量 →大きい 小さい← 

Mo=0.498E+20Nm(Mw=7.1) 

赤星印は破壊開始点を示す． 

ポルトープランス 

ポルトープランス 

↓
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い
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断層面上でのすべり量分布 
断層の下盤側（南側）から見た上盤側（北側）の

すべり方向およびすべり量を示す。 

(km)

上盤 

下盤 
模式図 



気象庁作成 

 

観測波形（上：0.002Hz-1.0Hz）と理論波形（下）の比較 

観測点配置図（震央距離 30°～100°の観測点を使用） 

※IRIS-DMC より取得した広帯域地震波形記録を使用


